
 

 

 

 

 

 

 本研修会では、オンラインを含め 200名を超える方々に御参加いただきました。本県の課題の一つ

に、「確かな学力の向上」があります。子ども一人ひとりが、知識・技能はもちろんのこと、学ぶ意

欲を自ら高め、自分で課題を見付け、主体的に判断・行動し、協働しながらよりよく問題を解決する

資質・能力をいかに育むかが問われています。 

 田村氏は、学習指導要領が示す「主体的・対話的で深

い学び」と「個別最適な学びと協働的な学びの一体的充

実」の関係性について、あくまでも「主体的・対話的で

深い学び」の実現を通じて資質・能力の育成を図ってい

くことが出発点であり、「個別最適な学びと協働的な学

びの一体的な充実」は、そのための具体的な改善の視点

であることに言及されました。 

 さらに、授業改善には、「深い学び」について具体的

なイメージをもつことが特に大切で、学び手である子ど

もが丁寧な振り返りや熟考により、「もっと頑張るぞ」

と思える確かな感触や納得感、達成感を重ねることで、

子どもが自分の学びをコントロールし、異なる多様な他

者と対話しながら自ら進んで学ぶようになっていくこと

を教えていただきました。「確かな学力の向上」には、

インプットしたことをどのようにアウトプットするか、

つまり、音声言語（話す）と文字言語（書く）をいかに

有効かつ適切に使うか、が重要になります。 

 また、「個別最適な学び」においては、子ども一人ひとりを見取り、適切な指導や関わりを行うと

いう「教師の指導性」に、より積極的かつ高度なものが求められ、時には教師が主導することも重要

な場面であるなど、深い示唆を与えていただきました。 

「自立した学習者」の育成を目指し、「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」の観点か

らの授業改善を推進していくためには、教育の本質を見極め、学習する子どもの視点に立って「観の

転換」を図ることが求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村山教育事務所だより 

「E-NEWSむらやま」で検索または 右記二次元コードから。バックナンバーも見ることができます。 
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「主体的・対話的で深い学び」を改めて考える 

― 個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実 ― 

講師：文部科学省初等中等教育局 主任視学官 田村 学 氏 

                    

～参加者より～ 

・「音で広げて、文字で刻む」という言葉がとても心に響きました。深い学びにつながる outputで

は、音声言語と少し長めの文字言語を意識し、各単元において、本質を見極めながら子どもの視

点に立って授業を改善していきたいです。（中学校教諭） 

・「主体的・対話的で深い学び」が最上位概念であることの確認をし、子どもの姿を語りつつ、間

接的や直接的な側面での教師の指導性の発揮のあり方について、授業を通して語っていきたいで

す。(小学校教諭) 

【講義資料より】 

 

子どもと一緒に書き

込みながら活用でき、

子どもが自分自身の力

で育つことを親が支え

主体的な学びにつなが

る家庭学習・生活習慣

づくりを提案していま

す。 

県家庭教育アド

バイザーの名簿や

家庭教育講座の実

践事例（幼保・小

中等）が掲載され

ていますので、研

修会等の開催をお

考えの際に御参照

ください。 

 家庭教育はすべての教育の出発点です。山形県では、

家庭や地域の教育力向上のために、今年度も県内 27名

の方に家庭教育アドバイザーを委嘱しています。アドバ

イザーは豊富な経験や事例をもとに、ニーズに応じた講

座を提供してくださいます。 

なお、ＰＴＡ研修会や就学時健診、新入生オリエンテ

ーション等における家庭教育に関する講座で、講師をお

探しの際は御相談ください。講座運営 

についても、随時御相談ください。 

山形県教育委員会発行の「サポート 

ブック(左)」、「リーフレット(右)」も 

ぜひ御活用ください。 

・サポートブックは、各小中学校に１部配布しています。 

・リーフレットは、各市町教育委員会を通して新入学児童

数分の配布を予定しています。 

就学時健診等での配布をお願いします。 

その他、研修会等での御活用をお考えの 

際には、必要数をお送りいたしますので 

お知らせください。 

・県ホームページでも御覧いただくことができます。 

県ホームページへ 

第 69回  山 形 県 縦 断 駅 伝 競 走 大 会 

４月２７日から３日間にわたり、第６９回山形県縦断駅伝競走大会が行われました。遊佐町を

スタートし、ゴールの山形市まで約２８６ｋｍの２８区間で、県内１１地域の代表選手がたすき

をつなぎました。中学生選手は、最終日に、２４区と２６区に出場しました。４月下旬とは思え

ない、肌寒いコンディションの中ではありましたが、全選手が力強い走りを見せました。沿道か

らは拍手や横断幕等での応援があり、ランナーに力を与えていました。出場選手の県中学駅伝大

会などでの今後の活躍が期待されます。  
 

☆第２４区（米沢－上郷 ３．３ｋｍ） 

チーム 氏  名 所属校 区間記録 

上   山 伊藤 駿斗さん 上山南中 １０分１８秒 

北 村 山 渡辺 翔斗さん 福 原 中 １０分３１秒 

寒河江・西村山 佐藤 陽斗さん 陵 南 中 １０分４４秒 

天童・東村山 佐藤 新也さん 天童二中 １０分５２秒 

山   形 後藤 丈翔さん 山形四中 １０分５３秒 
 

☆第２６区（亀岡－高畠 ３．１ｋｍ） 

チーム 氏  名 所属校 区間記録 

山   形 保科  櫂さん 山形五中 １０分１３秒 

上   山 中野  翔さん 上山北中 １０分１４秒 

北 村 山 齋藤  大さん

 
東根一中 １０分２０秒 

天童・東村山 井藤  慶さん 天童四中 １０分２１秒 

寒河江・西村山 熊坂 啓汰さん 陵 南 中 １０分４８秒 

 

※氏名・区間記録などは公式

記録を参照しています。 


